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凡 ソ肺 結 核 患 者 ノ豫後 判 定 ノ至 難 ナ ル コ トハ贅

言 ラ要 セ ズ、 即 チ本病 患者 ノ経 過 ハ實 ニ多 岐 多

様 ニ シテ、 臨林 上良 好 ト認 メ シ患 者 ガ急 遽 死 ノ

轄 蹄 テ トル モ ノアル ニ反 シ、 豫 後 全 然縄 望 ト認

メ ラ レタル患 者 ガ漸 次 良 好 ノ経 過 ラ取 ル モ ノア

ル等.経 過拉 ニ豫 後 ニ關 シテ ノ、逆 賭 ス ベ カ ラザ

ル モ ノアル コ トハ周 知 ノ事 實 ナ リ、 乃 チ肺結 核

ノ豫 後 ラ決 定 スル ニ ハ專 ラ刻 々攣 化 ス ル不 定 ナ

ル臨躰 所 見 一 ヨ リ、 從 ツテ判 定確 實 ナ ラヅ ル ノ

因 ラ ナ セ リ｡然 ル ニ軌 近 諸 種 ノ反 慮 案 出 セ ラ レ、

肺 結 核 患者 血 液 二於 ケル赤 血球 沈 降 速 度測 定、

マ テ フ,一 反 磨 、 同患 者 尿 ニ於 ケ ル 「ヂ ア ツ オ」

反 鷹 、 「ウ ロ クロモ ー グ ン」反 磨等 豫 後制 定 上 相

當 根 縁 テ與 フル モ ノ トシテ世 ノ親 聴 ラ惹 クニ至

レル テ以 テ、余 モ亦 輕 重 種 々 ノ肺 結 核 患 者50例

ニ就 テ夫 々検 憲 シ、 弦 ニ絃 合 的 成績 テ得 テ考察

テ下 サ ン トス｡

第一章 肺結核患者血液 ル赤血球沈降速度二就テ

由 來赤 血球 バー 定 ノ條 件 下 二於 テ他 ノ揚 合 二比

シ速 カ ニ沈 降 スル事 實 テ登 見 シ、 此 ノ現 象 ラ以

テ身罷 部分 二異 常 ノ存 在 ラ示 スモ ノ トシテ提 唱

セ ルHewson(1791)及 ビ 且unter(1794)ニ 纏 ギ

諸 家 ノ研 究 報 告 ア リテ該 現 象 ハ漸 次 確 認 セ ラル

ト錐 、 其 ノ本 態 ニ至 リテ ハ今 後 ノ研 究 二倹 タザ

ル ベ カ ラズ、 帥 チ現 今 血 漿 フ ィ ブ リ ノー ゲ ン増

量 設 、 赤 血 球 陰 性 荷 電 量 減 少 設、 血球 凝集 設 等

ア リテー 定 セ ズ、 中 ニ モ肺 結 核 患 者 二於 ケ ル臨

躰 的方 面 ヨ リスル研 究 業 績 多 シ、(Linzenmeier,

Hoeber,Starlinger,Oettingenu.s.w.津 田、

堤 、 村 上、 石害昭1、原 、 渡 邊 、 清 水 、 竹 村 、 小菅
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天谷 、長 嶋 ノ諸 氏)余 ハ本 現 象 テ磨 用 シ、 患 者 ノ

豫 後 判 定 ニ資 セ ン ト企 圖 セ ル コ ト前 述 ノ如 シ｡

第 一 節 實 験 方 法

余 ノ實 験 ・・專 ラWestergren氏 法 ニ ヨ リ、滅 菌

注射 器(内 容2.Oc.c.)テ 取 リ、 豫 メ滅 菌 セル3・8

%ノ 絢 構 酸 曹達 液 テ0.4c・c吸 取 シ、 被 検 患 者正

中 静 脈 ヨ リ血 液1.6cc量 ラ取 リ総 量2・1}c・c・トシ

テ克 ク振 温 ス、血液 探 取 ノ時期 ハ午 前10時 ヨ リ

11時 ノ間 ニ行 ピタ リ｡絢 構 酸 曹達 ト血液 トノ

比 ハ1:4ニ シテ、 此 ノ比 率 テ毎 常 一 定 シ置 キ、

沈 降速 度 ニ逞 速 ノ差 ラ生 ゼザ ラ シム ル ニ努 メ タ

リ｡供 試 絢 構 酸 曹達 液 ハ可 及 的 新 タニ調 製 セル

モ ノテ用 ヰ、 液 調 製 後4週 間 テ過 ギ テ誤 差 テ生

ズ(Dehoff)ル 非 難 ナ キ ニ努 メタ リ｡此 ノ血 液 テ

ウ ェ ス ター グ レン試験 管 二移 シ、 試 験 管 皇 上 一

静置 シ、 漸 次 登 生 スル血 漿 柱 ノ高 サ テ度 目 二就

テ計 算 セ リ｡一 方 温 度 ガ血球 沈 降 速 度 ニ影響 ア

リ(Fahraus,Ley,Oettingen,村 上 、 竹 林 、長

嶋)ト スル報 告 ニ徴 シ、20度 乃 至25度 ノ室 温 一

於 テ實 瞼 シ、 豫 メ時 間 テ劃 シテ検 査 ラ反 復 シ、

30分 ヨ リ1時 間 ニ亙 リテ速 度 最 大 ナ ル コ トテ確

メ タル モ術 ホ誤 差 ヲ少 クスル タ メニ、2時 間 目

二於 ケル成績 テ基 準 トシテ本 検 査 ラ行 ヘ リ｡

爾本 検 査 二堂 リテ身罷 他 部 二組 織 崩壊 、 蛋 白崩

壊 等 ノ作 用 テ有 スル疾 病 ナ キ コ トテ前 提 ト シテ

實 験 ニ從 ヘ ル コ トテ附 記 セ ン トス｡

第 二 節 實 験 成 績

實験 成績 ハ最 後 ニー 括 表 示 ス ル コ ト トス、 要 ス

ル ニ血球 沈 降速 度 ハ健常 人 二在 リテモー 様 ナ ラ

ズ、 女 子 ハ男 子 二比 シテ速 度梢 支大 ナ ル コ ト知

悉 セ ラル｡一 般 二肺結 核 患 者 ハ血 球 沈 降速 度檜

加 テ示 ス テ常 トシ、 余 ノ實 験 成績 二就 テ見 ルモ

亦 同様 ナ リ、 就 中 登 熱 トハ必 ズ シモー 致 セ ザ ル

モ沈 降速 度 大 ナ ル モ ノハ概 シ テ登 熱 ラ件 ヒ、 更

二喀 疲 中結 核 菌 ラ詮 明 スル モ ノハー 般 ニ速 度 ノ

大 ナ ル場 合 多 シ、 唯 、翻 木上 何 等 著憂 ナ 久 自罷

的 ニ モ何 等 訴 フル所 ナ カ リ シ患 者 ニ シテ沈 降 速

度 毎 常 百 以 上 ラ示 シ、 幾 分 不 審 テ存 シタ ルー 症

例 ニ於 テ、約2ケ 月後 二及 ンデ突 如 嚢熱 シ病 症

悪 化 シ、 一 般 駄 態 不 良 トナ レル モ ノ アル テ特記

ス.而 シテ同 一 程 度 ノ症 状 下 ニ テ ハ女 子 ハ男 子

ニ比 シテ血球 沈 降 速 度 大 ナ ル ガ如 シ｡換 言 ス レ

バ速 度 ノ檜 加 ハ大 禮 二於 テ疾 病 活 動 性 ノ強 弱 ト

拉 行 スルガ如 キ観 ア リ、 而 シテ病 竈 ノ廣 狭 、叢

熱 ニ ハ必 ズ シモー 致 セザ ル コ トハ前 記 ノ如 シ｡

術 ホ血球 沈 降速 度2時 間90以1:テ 示 ス モ ノハ

豫 後 概 シ テ不 良 ナ ル コ トテ知 悉 セ リ｡
●

第二章 肺結核患者血液 月マテフィー反庶 二就 テ

由來 結 核 、 徽 惹其 ノ他 膿 蛋 白分 解著 明 ナ ル疾 病

ニ於 テ ハ、 中毒 作 用 ニ ヨル血液 膠 質 移 動 性 ノ攣

化 「フ、ブ リ ノー ゲ ン」檜 量 テ來 シ、 之 ガ爲 血 清

蛋 白 ノ均 衡 テ失 シ、 「グ ロ ブ リ ン」量 ガ 「アル ブ

ミン」量 テ超 過 増 加 スル モ ノ トシテ論 ゼ ラル｡

L.Matefyハ 結 核 患 者 血 清 ガ病 的攣 化 ノ爲 「コ

ロ イ ドラ ビー ルレ」 トナル ト ィフ ニ基 キー 種 ノ沈

降 反 慮 テ案 出 シ 「アル ミー・一 ム イ 才 ン三3債1

ノ血1炉 グ ロ ブ リン」ノ ミナ ラズ、 蛋 白分 解産 物

テモ凝 集 セ シム ベ キ性能 テ利 用 シ、 結核 病 症 ノ

活 動 性 力 否 カ ノ決 定 二資 セ ン トセ リ｡爾 來 本 反

慮 ハ 多数 追 試 者 ノ成 績 ニ ヨ レバ、 結 核 動 否 テ判

定 スル ニ關 シ質 否相 牛 バ スル ノ状 況 二在 リ｡

第 一 節 實 験 方 法

患 者血 清 テ 探 取 シ0.2耗 量 二封 シ0.05%硫 酸

「アル ミーユー ム」 溶 液1.0耗 テ加 ヘ テ克 ク混 和

シ、 室 温 静 置 架 月犬凝 集 登 生 ノ有 無 テ検 シ、 静 置

後30分 以 内 ニ凝 固 スル モ ノテ(柵)テ 以 テ示 シ、

:;u分 以 上1時 間以 内 ニ 凝 固 ス ル モ ノテ(什)ラ

以 テ示 シ、1時 間 以 上1時 間 孚 以 内 二凝 固 スル

モ ノテ(+)ヲ 以 テ示 シ、 反 慮 テ全 然 鋏 クモ ノラ

(一)テ 以 テ示 セ リ｡

第 二 節 實 験 成 績

本 反 慮 ハ結核 患者 大 多 数 二於 テ現 ル ル コ トラ認

メ、從 ツ テ臨 躰 上 ニ ・・著 シキ意 義 テ認 メズ ト臨

〔帯)テ 示 セ ル モ ノノ多 獄 ハ不 良 ノ経 過 テ取 ル コ
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ト テ知 レ リ｡

第三章 肺結核患者尿 月「ウロクロモーゲン」反雁 二就 テ

M.Weiszハ 多年 「ヂ ア ツ オ」反 慮 ノ本 態 テ研 究

シ、 同反 慮 ラ呈 スル モ ノハ尿 色 素 「ウ ロ ク ロー

ム」 ノー 殺 低 キ酸 化物 タル 「ウ ロ ク ロモー ゲ ン」

ナ リ トシ、 本 物 質 テ以 テ毒 素 作用 ニ基 ク細 胞 蛋

白質 ノ破 壌 生成 物 ノ誘 導艦 ナ リ トス、 換 言 ス レ

バ普 通 酸 化 ニ ヨ リ「ウ ロ ク ロー ム」トナル 〈ごキ モ

ノガ 「ウ ロ クロ モー ゲ ン」トシテ現 ル ルモ ノナ リ

ト構 ス、 從 ツ テ「ウ ロ クロモ ー ゲ ン」ハ不 安 定 ニ

シテ容 易 二酸 化 セ ラ レ「ウ ロ ク ロー ム」トナ ル コ

トモ想 像 セ ラル｡氏 ハ專 ラ酸 化剤 トシテ過 「マ

ンガ ン」酸 加 里 テ使用 シ、 所 謂 「ウ ロ クロモー ゲ

ン」 反 慮 テ登 表 シ、 該 反 磨 ハ 「ヂ ア ツ オ」反 慮 二

蛇 行 スル ト同時 二、 之 二比 シテ寧 ロ多数 ノ陽 性

率 テ墾 ゲ得 ベ シ ト報 告 ス｡本 反 慮 ラ以 テ肺 結 核

ノ豫 後 ラ判 断 セ ン トセル モ ノハVitry,Hefle-

bower,Schmitter,Weisz,渡 邊、 紙 野 、 熊 谷

諸 氏 ナ リ｡

第 一 節 實 験 方 法

先 ヅ ワ イス氏 法 ラ述 ブ レバ、 新 鮮尿5.Oc・c・テ取

リ、 浄 水 ニ テ3倍 二稀程 シ、2本 ノ試 験 管 二分

注 シ、1本 テ封 照 トス｡他 ノ1本 ニ ・・過 「マ ンガ

ン」酸 加 里 ノ1000倍 溶 液 テ滴 下 シ、1滴 ニ テ美

麗 黄 色 テ呈 シ、3滴 ニ シテ黄 金 色 テ呈 スル モ ノ

ラ以 テ(十)ト シ、3滴 ニ テ黄 色 ヲ呈 スル モ ノラ

以 テ(+)ト シ、 何 等 色 彩 ヲ現 サザ ル モ ノラ以 テ

(一)ト ス｡

Zレ、ソー 氏 法 ハ1・0%ノ 「メチー レ ンブ ラ ウ」溶

液 テ以 テ スル方法 ニ シテ、被 検 尿4.0-5.0琵 テ

試 験 管 二 取 リ、 前 記 試 藥 テ4-5滴 滴 下 シ 振 盈

ス、 陽 性 ノ場 合 二於 テハ最初 ノ青 色 ハ緑 色 ニ憂

化 ス｡

第 二 節 實 験 成 績

ル ソー.ワ イ ス雨 反 慮 ハ略 支拉 行 ス｡概 シテ ワ イ

ス氏 法 陽 性 度弱 シ｡本 反 鷹 ノ持 績 シテ陽 性 テ示

セル モ ノハ其 ノ豫 後 全 ク不 良 ナ リ｡但 シ例外 ト

シテ殆 ド恢 復 ノ域 ニ入 レル モ ノ例 ア リ シコ トテ

附 記 ス｡

第 四章 肺結核患者尿 ル「ヂアツオ」反雁 二就 テ

腸 窒 扶 斯 、 肺 結 核、 庶疹 、 時 ト シテ肺 炎等 ニ於

テ尿 中 「ヂ ア ツ オ」禮 ノ出現 子謹 セ ル ・・Ehrlich

ナ リ、 而 シテ肺 結 核 患 者 二持 績 的 二 「ヂ アツ オ」

反 慮 出現 ス ル 場 合 豫 後 不 良 ナ リ ト断 ゼ ル ハ

Schr6der,Pau1,Videbeck,T.v.Sraboky,

氏 等 ナ リ ト難 、 而 モ重 症 肺 結 核 患 者 ニ シテ尿 中

「ヂ ァ ツ オ」反 慮 ノ陰 性 ナル場 合 ア リ
｡余 ノ實 験

二於 テ本 反 慮 ノ出現 テ見 タル モ ノハ殆 ド全 部 不

良経 過 テ取 レル コ トテ附記 セ ン トス｡

総括及ビ考察

余 ガ實 験 セ ル肺 結 核 患者 二於 ケル各 種 反 慮 ノ成

績 テ縮 括 シ考察 テ下 セ バ次 ノ如 シ｡

1.赤 血 球 沈 降 速 度(Westergren)2時 間 ニ シ

テgo以 上 テ示 スモ ノ ノ豫 後 ハ概 シテ不 良 ナ リ｡

2.沈 降速 度go以 上 ニ シテ、 他 ノ「ヂ ア ツオ」、

マ テ フ,'一'一「ウ ロ ク ロモー一一fi'ン」反 磨iノ内一 反 鷹i

或 ハ反 磨全 部 二亙 リ陽 性 テ示 ス モ ノ ノ豫 後 バー

層 不 良 ナ リ｡

3.「 ヂ アツ オ」反 慮 、ル ソー ・ワ イス反 慮 陽性 テ

現 ス場 合 ハ不 良 経 過 テ取 ル モ ノ多 シ｡

1.マ テ フ ィー反 鷹(惜)テ 示 スモ ノ ノ豫 後 ハ 多

クノ・不 良 ニ シテ、略 く赤 血 球 沈 降 速 度 ト拉 行 ス｡

5・ 「ヂ ア ツ オ」反 慮 トル ソー 反 慮 トハ成 績 殆 ド

相 一 致 シ、 就 中 操 作 簡 軍 ナル貼 ニ於 テ ル ソー 反
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癒 ヲ勝 レ リ トス.

之 ヲ要 ス ル ニ、 肺結 核 患者 ハ持 続 シテ大 ナ ル赤

血 球 沈 降 速 度(2時 間90以 上)テ 示 ス場 合 ハ豫

後 不 良 ナ リ ト言 フ〈ごク、同時 二持 続 シテ尿 中 「ヂ

ア ツ オ」反 磨 、 「ウ ロ クロ モー ゲ ン」 反 慮 陽 性 ヲ'

現 シ、 而 モ マ テ フ ィ一反 慮(柵)ナ ル場 合 ノ・患 者

ノ豫 後 絶 対 二不 良 ナル コ トテ示 スモ ノ トス。

潤 筆 ニ ア タ リ、 親 ク校 閲 ノ勢 テ執 ラ レ シ里 見博

士 、 諸 種 ノ便宜 ト指 導 トテ受 ケ タ ル住 吉 院長 二

深 謝 シ、 僚 友 木 山 學 士 二謝 意 テ表 ス。
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